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行 と る 等 則
に な 国 に 第
よ る の よ 六
る 一 補 り 号
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選 公 る
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同 る うか

月 」 にら

七 を 改
日 加 正
ま え す
、

２

該

納札の平道当当

入次

行物物

にい成が該

参ず

指のに

加れ年う品品 入
すに北

達

也

日場日 所びび

入約
納契

時保保

び約約

及契契 場

は
金金

時証証

日所時所

免

海海成にに、

北北平
同同 道道
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３
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ト ーー ーーーー メメ メ

ル ルルルル トト トトト
地地地 のの のののの ル

向

点点 点点点点 地地 地

向向向向向向向向
メメメ

ーーーー メ メメメメメ
トトトトト ー ーーーー
ルルルルルル ト トトト
ののののののの ル ルル
地地地地地地地地 の の

点 点点点点点点点点 地

向向向向向向向向

メメメ

ーーーーー メメ メメメ

ト トトトトトト ーー ー

の ルル ルルルルルル ト
地地地 のの ののののの

点点点点点 地地 地地地
点点 点

向向向向向向向

メメメメメメメ
ト のーーーーーーー ）

ルルル 地トトトトトト

ののののの 点ルルルル

点

地地地地地地地

のの

点ぶ
各結

点点点点点点

結点
に基
次び

順及
を線

ぶ
基点
、補
線と

３

と結
１を
点

道資資、を件こ

は約条
締付の が本格
分し般
入 行金審月結一

指額の）、競
札 うの査

２

成

北調契履札の平

入次

海達にい

道を参ず
すに北

空す加れ年 約行

１

知る

北

次 海

の平入 道

と成調 空

達
札

お 知

り年を に 支

一２す 付 庁

般月る 告

住商代免

業
引１２３４

又
表許 免成号

の平

者証 許

名号

取２名氏番

を年は

に
点線
補ぶ

り月所称

年
をよ

北

次法な 海

の律お 道

宅第、 告

公 地 示

告 建 第

物の 号
）

、 名が申のか争
は 取日

請決つ入地 競

を算、札方 争

すに誠参

円治 札るお実加 万自 入

て履格 以法 に日いに資
行 す直、行の 上施 関の

た査 は令 る前１し審 又
清 指２の
者

員和 を業にで 掃昭 名営
を 停年定あ

者該道 期場 支役るも海

必す示

合のに当告

庁務
庁様要る第

同仕間所

舎等なこ

清平北北資と

道道に

掃成海海格。号

業入
４見知定

務札年岩空規

１市庁る

明月沢支す

説

役
す

一書

競 示る 争日務 第

入の 事 ６

札項名 号 支

称
数

下び

以及

庁

い
と

」
札
入量

消

限田成

こ札有小平

す日

中社幸年

が市会９

と幌

。区オ月

る央雄６

あ

北ダ

海

西北

条
６商日

引か 第 号

ら 条 業
者

の 務経 項 事を １ の日 第
も に 所て 定 のし 規 所過

確が 公 を出 り 地申 よ 在

止度める 告

契と政 時 さ分るこ年 常
れ

当約。令

以 い該と第 人 て
な２種

こ業及。 雇 い営類号 上

以 用一 し と年び

五 て 。度規下

一 が模
を政 い

合庁

にぼ」 こ月ほ令 る

等

よか条同舎

式に日８

掃

。平５舎清

るら西庁
目の

成丁

有

月を

３格

年資
と

でこ

まる

日す

告

実海

を北

）
。

う

示

長
庁

。支

る知

す空

施道

狩

－石

３事

目知

丁道

水

８
北第

海
道

る でい す 知な

堀
事

知号

同

の、

いは

なき 。 きと
に

建定

地規

宅の

、項

で

。満同と と 引り

取よ

物

）

いす。

なくう

たじい

達

彰
秀

元。

合契第

場る

地

法宅

業、

也

取

和物

昭建



８９

っ

交便入

郵郵落財て契要

等者書 規 及札

便札約 務
則 び
報効
第 電有 にの作 付
よ決成

にな

よ入 条 る定の 方

北 海

７

保定入

和る説

以証入昭め札交

と明

札 下金
保 を

北ろの

証 消納年こ書付
場 の 税す海に交

金 費付
等る道よ付

道 公 報

５６

海札入入開開入

北入入

札札札 岩行に
札 道執札

所し

沢場加 保 見の参 札

８及よ 証 場日場日 市

第

４

申申申査
約 審

アイウ契
っを 書行 請請項 請を

条

提とす

のた示 のの類

号

はの
、審 条 平のア査

成５かを
十

のら申
四

２ウ請
年

のまし
二

否 １ る札 入方要 第 でな

る の 札限 項 法札入法に

認。 規 は

た よ

場なし に

のめ） 定
め

交を 定

で。者 り

所い

に

納

る者 予

す札 た

付落

と則。関所

付 」こ規る
る 免 い。第す の と

除 う

。項海海 、 。号事北北

下岩空 付 相以道道 納 ）
額見知 の 当

含務市庁 法 を財沢支 方

。則条務 は む規８総 等

日所時所時金と

条びう
者

丁る

５時す

西

同、

海成にには

目北平
同 北道
３。。の

海岩年じじそ
の

空沢月者

道見

知市

庁条積

支８日見

期法先は所

出き場 時方

結

平申け郵北電査
審

、

番道番果

成請れ便海話

書ば
ら知申

年類な号空号を

２の

請 支 月提な

者 出い－庁－ 総に 日先。

通 務－ の

規 月

定にけ

二

に定れ

十

よめば

二

るるな

日

。 付
ろい 件
こな 条とら

般
よ 一
に

金

争
、 競

り

曜

る 格
す 価

。と 定

の 入
２

最
で

内
囲

範
の

限
制
。 の

５総 政 ）」西部 、

の
低

い丁務 令 のと
う目課 第

分。

の
にの第 ５条）

相７
第 る北ら すびか 当及条

額海

以道

午た

務５）っ

総西水も
約

総目前契

部丁

務

道
海額

課北時金

１び

庁及

支税

知費

空消

金指部知

階地

す ）示北総

る
内 らよ道課。

かに海務

月作見線 ３り岩

８成沢

日し市

た８
丁

ま書５

）請西

金申条

札

を目

で類

日

る
び あ

及 で
資 に
る 札
げ 入
掲 で
に の

る う
す よ

有 し
を 加
格 参

も
を

格
価

北

次

２３

海

の平 道

と成

れ開所開

網 る発及発

お 走 地許び許

り年 支

一２

域可氏可

庁

般月

のを名年

告 名受月

の
で 入規

ま の務
条 上財

事１

札則
北

都は 海

、平開 道

完成発

市
網

区

計 詳

了 走画 細

し年域 支

た２又

法 は

庁 、

。月は 告

税

室費

議消

会方
入

所のの

員る契ここ

アイ

札

一とに入入

のこ約名

出
提

にす及の

部。関札

な
し

落で

入る捨税相者

アイ

業す札あ

札落額て事当

加金者る者る

札 金をた

と

等算額で金とか

決 額

者か
う る
ど す
か

時る
のげ

札掲
開に

そ号
入 の

競 示 称け日

争日 第

入

た及

５

札

者び

号

住号

の番

紋紋平

下
以

札

別別成入

市市

と

幸長年」

町

工

昭

２赤月い

示和 札

日区 第 説

に ４

含

年 明

号

る

第 よ

律 にま

法 書
。紋

緑 第

市 ）

別 号

町

事契行

免るび執 在

３ 条

を称地は、

事務約は

税

す

が当調開

者担、公

業

便話手る

いす北郵電達

と組道番番続。

るる海

はの知停

き織空号号の
止 、名支

等

あ額なを

定

－ 共称庁－

たをるをっ申

に にし）

た る金もか入たし

当 係

はる

っ 消額っ免札者出

て 費て税書
落と

は 税当落事に、こ

者載札。

、 等該札業記

額格です決た

入 の金価

書 扱にとある定だ

札 取

速、

に い１するこ後し

のを。や落

記円るかと

こ
てび

い及
お札

に

載未

定に
規告

に公
２の

、 他
を札

格入
資る

るめ
す定

う 丁井

）

目日。
る

第す

指施

建実

男網を

２ 項

目 １

丁 第

号
８
－。

規

北番 の

海
道 定

次

支工 る

走１ よ

網第 に

が

行

太 発
開

長） の

庁区

同及総

有 － 企び務

業所部り
得 体在総北

る

岩内 費課道。

消地務海

等見線 税
免沢

税市

か札
申５

者西

業条

事８

れの、わに者

さ満で問
札、費共

た端入ず消が
等企

額がに見税同

金数
当る加もの業

にあ参積
るた税の 該とすっ課体
業合 額は者契事場 金き
そ、金者で の、は約

の消額であ

し関
有に

端費のあっ 分

しに
の件

者条
いる

なす
た違

一入反

五札し

二

に

田 為

は 務札 財入 、た

書目

出丁

工

夫 る
す

敏 関

るて の

す
出

提
を

数税

か、 ５
相の 額に免そ に分 金等
を係税の
事構 当切る

無 則、 規

すり課に業成

効 第
と

。
各る

す 条



５
海札入入開開

北入

平 道執

成

札札札札 網行

十 走の

四 市場

年 場日場日 北所

二 ７及

北 海

４

申査
約 査審

審アイウ契

請請項 申請を
条 を申申

示 のの し類っを 請書行

け提場す

なのた

道 公 報

３

者 て雇こ条

は 用と件こ
の の るにし。付ア 条 い

か般ら ５ 入 こ定、一か

は 。るつ競ウ の 札 とめ
そ入で の 、 市、争ま ２

町

第

２

調契履札平道平町

入別
斜

達に成が成、

行 を参

２町

す加及う年里 約行

名月、

るすび指

期場 役る

務者年競１清

号

１
付
を道 に達海

札調北

入
務合 る役総

する走
す網

月 条び

二 西日所時所時

十 ３時

二 丁

日

同

海海成にに

目北北平
同 北道道
走３。。

海網網年じじ

道走

金 網市総月

走北合

曜

場 時方

庁条舎

支７庁日

、

ば期法先は所

れ出合

な平申け郵北査

ら審

な

番道果

い成請れ便海結

書ば 。

のら走申

年類な号網を

２

支請 月提な
出い－庁者
総に 日先。

務通 かの

参定 定 方 村の札に 規 地
よ 治 ボち加め に 自 にう
ラ名格と る 法 イ１資る

審ろ 件 行 ー以のこ 条 施
一

士は査に 付 令 技上

競 和 常種り 般 昭 を甲よ

時危２

３険の 争
入 年

町

のに度争日里

政 名物

札在、

仕間所必ボ入現
清

等なラにに小

様要イ
等すい水

平北資ー関お

道運るて町

成海格

入

名網端

札年網転指、、

月市作を走野

説４走操

、又

書１北競停市町

明

条入さ北は

に日７争止

称ボ

項名舎
の庁 事

よか

等
転

量運
数ー

びラ
及イ

務
業

日

務３３前

総西午

部丁階
室
議

課会

計号

会目２時

る

３示北会す

ら指部知

網

８よ道課。

月に海計

し北

で成市

ま作走

日り
類丁

書３

請西

申条

た７

扱び で 令 以取及 札

を目

あ 第 上
者
１又に る

資乙げ で 。

級は掲 の 号

者４資 入 下

格種る 、 以

１類格 札

以険有 参 令

名危を に 政

を取る し と

上物す 加 」

西札れ見常

含扱か よ い

町

。平３参て市呂

るら
目資な東に

成丁加い、

北者こ琴社

年格い藻本

。、支

月海名と村、

３
道簿

ま走登満又

日網に女社
業

合さ町営

で総載別は

北式
一

舎て美所

庁れ、 田
太

長
庁
支
走

網
道

海

こ約名所

者員る契
アイ

る部。関

あ一とに

での

な
し
出
提

かにす

落

に入すり課に

号アイ

事当札

掲札落る捨税相

をた業す者

札 げ金額て

入等加金者ると

決 る額

。でう と 。

む者ど うう

をる第るの

）あか す ）

９

入開

郵落財て契要そ

っ

者書 規札 及札

札約 務 便

則の び
等

報効の 第時 電有 の作

津し

者、有

る町を

い幌

７８

定入郵

和る説

便 入昭め札交交

と明等 札
保
北ろの

証年こ書に 付付

６
夫

敏
入保

にを

札下 札金

入以証

を免る在 加付 保消 参納

業を称地

し事務

申税事
北郵電

こが当

る者担

出

番

。るる海便話

といす

き織網号号

たと組道番

しはの走

だ
、、名支

で金な

定

－ 落共称庁－

し）あ額っ

に 札に算額

びるたをるをた

当 及係

は

っ こ消金もか入者

た

税書、

て の費額っ免札

は 公税て

記札

、 告等当落事に落

価者載決

入 にの該札業

扱額格です定

札 定取金
額 るいにとある後

金 め

かとや

に 入１するこ速

に

記 札円る

決成

にな

方要 第い よ入 条 定のお
、 入法に否他 １て る札

。 規に はる の２ 札限 項

す なし に定 め） 定規 認

を 定資 。者 りる いた よ

の海に交

金よ

を 落 め格

るに入 納道よ付る 場方

す の則。関所法札

付規

る 免第
除
。項海海の 、号事北北

下網網所 付以道道場 納

走走で の
務北庁付 法

財市支交 方

うこ
等 よる 証

税 しす
費

う る
い す。

と 金とと
」

額 の
当 そ

相 、
） は
。 者

含 の
を 者

札同及総

－ 者企び務

が業所部

共体在会北
内 企費課道

同消地計海

体等走線 業税網

一 の免市

五 場税北

三

３

あ者西

で業条

合事７

に

載 に未のを。か
っ申

すの、わ消

さ 関満で問
札、税

た る端入ず費

れ

の

額 件がに見等

金 条数

違る加も課

に にあ参積
るた事 該 反とすっ税 当

者 額 たは者契業 金 しき

札そ、金で の 入、は約

者 予有 札 た

はの消額あ

者 る 格い す 価な と 定し

範入 のた 限し 制の 。 の

す 等

最務 で財 内、 囲札

。 、
則条務る は
規７総

丁計 令
と３会 政
」西部

う目課 第
い
。

の第 条）
７

。 積
む 見

北ら
びか

及条

た
の っ

） も
契

に
額５
金の
約分

出丁

及る
税す
費当

消相

構出
の提

そを
、書目

て
成す

か の

、端費のる 分

無数税

免 ５

の と額に税 に分 効金等

すを係事 相

業 る当切る

価第 の則 低規
。

格

海第

も各

を条

道

び額

則の
で 規
ま 務

条 財

税札
費入
消の

方上
地以



見管成

意意園平
庭

３４
見

理
の月

務２ 聴聴

業年 のの
取取
のの事
業日

北 海

築

築築

建敷建工建建延

構 物 のの築べ

地事 主物

及及面面 の 所造 のの 住
びび 位種

道 公 報

、都意建め

者町た

１２

意意

見 見 見建市築

紙設準 の の の物別建基

取 取有」課法 聴

聴 聴所

取 を を者はに第
の 受 受及省備

けび略え条

第

意 北

建見 海

の平 道

聴成

築
胆基 こ詳

取 振準 の細

を年 支

行２

法 入は

庁 札、

う月 告昭 の入

。 示和 執札

日 第 行説

号

契日こ

平約本の

成の語入
十手及札
四続び及
年に日び
二

日所要
概 期場

お本契

支

成払来次

平勇早を
査

調

庁 郡町の

地り

２来浅お

年早遠と

字区実

月町

公

浅民す

日遠公施

名置途別数積積

氏階

用

勇吉勇飲用木

払田払食途造

郡郡店変一

来物、鉄

早勝早、更部

販築造

町町品増骨

来己

け

武武店地

源源売

字字

る る土し置第 事

者 者地、い由

有の縦た

は の所そて項

にし

許 所者住覧だ

、 住
に び、及供書

可 及で所
の氏る規

係 氏そびすの

は）に

建住名。定

る 名
のび北り

物及、よ

築所

２年 は明

号

る

第 開よ

律 公に

法 、書
す
る。

第
）

。号
第

条

月い国約

二て通は

十使貨、

二用調

日

及停

語の

言続

る手

す達

金

通等

び止

曜

館る

有

貨が

木

。

地 午番 ）

告

時
１

後

舗上

分

１

氏海、

ち建 地う階 番の

建

のは胆の

地名道次

敷
紙庁物 周別支築

外、振
と済建 らの経の か
お部築

を ト
で設可 ー
り建許 メ

。課よ 以
る導し ル
あ指

よ

胆 に

道 定

海 規

北 の
項

天 と
の

長 次

庁 、

支 り

振

公

谷 り
お

日

５７

。
る

得
り

提平提
送書

法定損納出成郵出

人款益税書
３場の

の計証類年の類

書書提月合提

登算明の

３４

記

。出庭事技

調指る提
す

査名

実者上

の競書園業術以

法入理績名３

方争類管

と の

及う 内

札業書簿点

住来る

早す 居

び

る こ

成と

北平と調月道平こ
。

海成。査分税

書）を 道

提決納２

が年をの滞年

２

る

純 よ
に

直 開

行２

１

地に政へ

号調北指項札

庭の競お令の

海 ）査名
上自 園対争い第参

道方

加 川治 管象入て

を

査成
調平

１

理札準

の

簿出７は出

に
的度
目年

本限平

謄期日、先

木成
）

者の

の
で
ま
日

７
月
３
年

参
希業記記類

加事別別書

者要２３用

望概第第の

、査様様は

は調号号紙

に））北

４書式式、
川

る第上

め記道

定別海

て１

う月出算し月

提１

名日るおい日

指１すに
のてい在

競現日いな現
とお

入に直、こに

争在
にい２の。い

札お前こ

す引業査、

関て営調て

指続度関店

るき年に本

用排 条 合法

名き分す又

行 務加す除 の 同施 業参
庁

さ

託望政れ 第 舎令 委希る
１ 庭
」第い 項 園昭 契者令て
る に 管和 約
のとお 理者

政 名うで 条い 業年 指い

４準 委令 競。な のて 務

入でこ 第用 託第 争）い

１す 契

て
い
お

約項る 号 札あと 海
北

る
す

注
発

が
道

海
北

り
限

に
の
も

る
あ
の
印

消

書様庁

出号支

け
付
け

受

海会

北部

を）務

類式総

庁係

支財

川管

上課

道計

を２るは

提布

に配

長で

止以該業業

停年当事営

れこ営実等

さ上２の所

い調年を業

ての業績事

いにがしを

な査度有所

て上 こ関
。るにる支

とす月い川

っ。

業たと管

事満こ庁

規令 以 加て のに政 。 参
者次 名定第 下 業、 指
競す
政 をの
件の 入者 令 選要条 争る

にな と すを４ 札で 」 考

う 場た２ 参い い る満第

ての をと 。 合し項 加こ
定 望第 基い規 希。 ） の

庁

海同

北合
川
上

道
礎る

川
上舎

道

一支旭

五庁川

四

す

）
。

る

６

馬山
永

長市

内

と
の

も）

る。

する

出

し

ん場有

営いに

をな。

る、い

いはて

で合

す 資者に

とすり の 者

料とよ 条 る

する競

条
。下１入

る。争 第 以

籠

番

夫１
目

久丁



３４
す

査名。出排

と調指る提

高。

平 圧の競書水

成 洗方争類設

十 浄法入備

四 車札清

年 及参掃

二 び加業

北 海

る 札こ

と

へ北平と調月道平こ
。

の海成。査分税成

書）を 参道

決納２

加が年をの滞年

う月出算し月

を行２提

除指１すにて１

排

道 公 報

２

号。調北項

１る下
名お令

）査海指地に政

水対上競い第

方 排の道

自
治 設象川争て

清同札用条 法 備合入準

掃庁参すの 施

第

成

こ場水平調平

た排

１

の合設成査
の 調以備
掃２的度

査外清年目年
お

、、業月に

はは
入結務

札果の日い

号

８

の 先先
出出他

提提の
そ

称地
在 名

所 の

月 ダ希者

二 ン望事

十 パ者業

二 ーは概

日

書

自に査

を４調

車、要

のめ

己定

金

任提記

責る別

曜

るおい日

お書１

に出第

れ競現日いな現

さ名日

、こに

て争在のてい在

札お前ことお

い入に直
調て

者にい２の。い

る
なす引業査、

で関て営

続度関店

いるき年に本

るは

と名き分す又

こ指
。を２

行

停年当事営

務排希政第 令 業舎加る
１

託設者第項 昭 委水望令
に 和

契備」お

政 の掃い条い 年 約清と
務。４準 令 指業うのて

競委）第用 第 名

１す

。 入契あ項る 号 争託で

事て

規令 以 札約っに政

業知概海

名通業北

指を

査発

のな調が

者し要道
る

を次す

定。を注

選い

り道

とお海

的と北

目の

海便話

北郵電

る実上

す

川
上号号

道番番

支

－ 庁－
総

－ 務
部
会旭

日

）

用北式

てを様

い類号

つ支

か川

、上

し道

意海

実出

を提

務に

業長

、庁

２の所

止以該業業

施す

業績事

れこ営実等

さ上

度有所

い調年を業

ての

て上

いにがしを

な査
こ関
。るにる支

とす月い川

。内

業たと管

事満こ庁

第 下 参のて

営いに

をな

加指、定
す
政 業名次
争要の 者 令 者競の条 る
第 な と 選入件４ で 」 を

う すに満２ い い 考札を
加しの と 。 る参た項 こ

い定 第 合をて規 。 ） 場
の希

基望るに

北合

が施川
礎す者よ 条

名。道庁

指る海同

、す

争川

競上舎
永

の長市

札庁川

入支旭

と籠条

者６

加馬山

参
し

財山線 管永内 課市
計川

係６
条

きも

でる

号
１
番
１
目
丁

こと

るの
券

い

いはて

で合し

ん場有

る、
免の 平

税種

証類券

成
年
２記番

資るとり の

月

料者す競

とる争 第
た次失

８亡

す以。１入

のの合軽以

そこ場の日

外引無

出他調以油降

提

、税と

のはは取効

先査

所、

し番

名夫１

指目

て久丁

５７

提平提
送書

定損納出成郵出提
出 款益税書
３場の先 計証類年の類

書書提月合提の 算明の

事技法
３登

実者上の

業術以人

書簿点記

績名

舶

平 平 平

成 成 成

号

会苫苫目栗苫苫

及 日び号

業種船

枚数１

有平

効成

期
間

結免し

免販在称苫１太

を証。

地札果税た

在入

い

郵電業知つ

名通に

指

は

番番のなて

便話者し
定。、

号号選い
を免

目税

的軽 － －

と油 －

期日、先称

出７は出名

限平

北

木成
）

日支

７川

月上

３道

年海

の簿

の務

で総

ま庁

第の

記記類本

別別書謄

様様は

号号紙

２３用

第

川
上

道
海

））北

式式、

石牧牧

社小小８林小小

油支埠

牧牧番

支市

業

船式営

店入号株店頭

丁
２社所

町会

一
五 苫税五

）小番平
道所

牧務
小事

洋

税売地

証業）牧

び表油 北に者及市号石
売 道載住氏町販 海記の
れ丁株 胆さ所名２

北胆 庁
支た所名目式 振

天支 税庁海振

長免交支

す使

証付名道庁

る用 旭

が者
亡 線 永指ら 内 市、か

川

競失

山名

６

争し 条

入た
出

１参届

目のの

丁札旨

計

印会

消部
１者が

番加

に
の係

も財

る管

あ課

の

務
総

庁
支

け
付
け

受
り

限

布
配
で

係
財

管
課
計
会

部

純失日

直月成

亡年平 谷

で

指の

てた

しっ

号とあ

）
。

る
す

）
。

る

し、

名



２

達にい

調契履札の
入次

す加れ 約行 を参ず 鉛

るすに

務者該 期場 役るも ）

北 海

水 定測水全総 名測
アイ

定オム 数イロ銀 回素ク

及ン び

道 公 報

１ 札

次 幌

の平入 医

と成調 科

達
札

お 大

り年を に 学

一２す 付 告

般月る 示

役
す

競 第る 争日務 ８

第

券 券

号

平
成
十
四
年
二

要る

仕間所必す

のに当
。

平札区資と

等なこ

様

市１

成幌南格

入
札年中条

説４央西

明月区

件に日１目 １書１南丁

当よか条

濃 測項 称定） ） 度

項
目目

定 の予 水
排）

水
業入１１１ 定

測数 質回

事

に当当当 務札件件件

入の 号

札項名 札

称

以及 幌

数

下び

医

札等

入量

科

と
」

大

う
い

学。

舶

４６
平 平 平

成 成 成

小小

栗苫苫苫目栗苫苫

番石牧牧

林小小小８林

石牧牧牧

月
二
十
二船 日

平
成

金

苫目 曜

幌 たるら西札 牧番
小８

。平
目科 の成丁医 り

月幌医

３札学 価年大 単

医学
病

で学属

ま大附

日科部

り

付たたた

札等
び院
及

単単単

るののの

すりり

）

項価価価

事

告

実札

を

示

長
学

。大

る科

す医

施幌

油支埠

野
秋

油支埠市

式営

株店頭入号株店頭

社所

会業町会業

式営船

牧務
小事
苫税

丁

社所２

道所

日市
海振

北胆

丁
２

町
船

入号

７８
央
中
市
幌

平
道庁
支

る数

便べ）を

郵郵落す。量
しじ 者 及てを乗 便札 交
よ電入たて の 付にびの

５６

報札者得

説

入開開札札交

入入入
金書 札札札付 証明

札保

４
明

豊

はの 保

申申申執
札入

アイウ入

類場

書の 請請札 請行

３
を件こにる

と録条札す

量の が受付参か

。道計

般しう

法入 行け一加ど

札 うて

成

指い競よか

自第 定
方令 規

地に政
項

す 治
る

う額 定 方るに金のた

決
るちの 方 入よ額
価入計

法札入法単、合

認が書）

は）札額

札

れ載最

幌のめそ記が

札

で

科所いぞの低

医場な

学交の札あ

大で。れ入

場日場 、交

事付予総る

金す関所

除に
免付 証 日

事北

。る
るす

時所時
同道

幌成にに項海

札平
同 医
大３。。幌

科年じじ札
中

学月市

基

び

時方提及場 の所 のの

札電北
時

期法先日所

出

請れ便幌話海

平申け郵

書ば番医番道

成

ら大幌

年類な号科号札

２の

市 学 月提な
出い－事－中

審

成、 名る争うの

は 平
で札す査

４政 競者入と

法第 入あ参るを

年令 争
札る加者申 律
にこ資は請

関と格、し 条 第

の
審かけ ５ 号 す。のアな
ば ２ 第 指査られ の ） る
名ウ

をまな の

の 施者条 法

停でら 規 条

２ い第 令な４ 行で
。の 和と項 昭こ
規

り 第よ 令に 政定 年

競

る価格を

務す定価者

号

総。格落

局

札と

課範入者

務の各札

あ。

で額る

内金す

囲
に

札）
入価

る単

医区

礎日央

有そ

西

究午条

研）１

学金南

棟前
５
時丁
目

央
室
議

会
通

共分

務 日先。

区 局－ の
金指総南
１ ）示北務

条

内 らよ道西

かに海課

３り札

目

月作幌丁 線

５成市

日し中

た央

の

ま書１

）請南

火申区

定
さ定い に 規
止にな 定

条 基
てる る に

れめ。 よ

いろ 付 き
なこ 件 づ
いと

競 に
とよ 般 度

こに 一 濃

札 計

２ 入 る

、 争 係
。り

下札 以入 。争

掲 で 量

に

の
へ

とを 」加 令参 政

一い排

五う除

六

ぞ
効れ

い 第て ）れ 。さ

条

限定
に予
札の

入れ
な を西

で類
提

る 明

げ あ 証

な
し目

出丁

を 業、
格 で 事

資 の の

る

登入有

る

１こ
い 第

な ４

で の

者 条



地に政。道貨者

項とる

平 方令 規が物で

成 自第 定行自あ

十 すう動る 治

四 る指車こ 条 法

年

の 施者名運と

二 で競送。

北 海

１２

の予契札の

平入次入次

解定にい

札 成

加れ 付約 年剖回参ず に

も

す 月体、すに

２遺数
搬賃る る期 日送貸者該

道 公 報

札

次 幌

の 医

と

イ

科

お

ここ詳

大

り

所のの細

学

一

公入は

告

般

告札、

示

競 在のの入

第

争

内執札

９ 容行説

第

入入わな算契

号問加ア
に

掲札札ずおし約名

に

消消金関

げ金書、、た

入に記費費額す

る額に

等１事

札係載税税にる

及るす等

号

９

時 作

の 書札

約開

契要そ

４ 行

のお

成に の

月

第 令な争事

二

２ い入業

十

項 昭こ札法

二 和とに の日 。関平 規

指年 に 政る元 定 年す成

り 第名法 よ 令

金 を律

競
争 号停第

曜 。止

す

車借に当 事

以さ号 入

こ

貸内要る

項賃の間必
成格。

業平資と

借容な

務
に入

１

て明月

い説４

つ札年

入

によか

札に日

入書

号

公に

地予、書札

はは明

定

郵電あする下

で開よ以

便話りる。

」

号号変札

番番、。入

更
すと

こう

－－るい

と。 －

未を称

び消る抜相円務

額価額満担

こ費金き当

札

公及は格はの当

の税

数る幌

告び、相、端す

額該が組医

に地消当当

め消税代あ織科

定方費

名学

る費等単金るの大

請き称事

入税に価のと

札係）

び局

に以ると求は及務

他
て 要い

関下課すの、

格
資

る
す

定
規

に
２

、 否

札 し
有

を

日

の

て第 へ 下れ）
いの 加 令な条 参 政い３

除 いと定 排 とこ規 を 」

て ）づ れ 。基 さ う。に
許 い 第く
可 る

成

す。平

付るら

を 者 条

札る

幌も

大す月

科と３

医の年

学る

が）

野
秋で
ま

長。日

有を 北

り実
る 線 札るす 内 道得施

海

。

幌。

市
中

とそ所総
西
条
１
南
区
央

す税る

地課

る消事こきの在務

者。加数

条費業とに端

あす切

に等で算を

件税
かこ捨

反とるるり

違」
。税る

たう免とて

しい
入
はの業費）

札）事消。

な
無扱で等

、取者税。

務
財

、
札

入
た

し
の

者
い

い 第

け な ４

受 で の

則
規

１こい
て

９
を開に入

量契要そ号

数

の じげ金 書札 乗掲札

約

豊

得入に の時 てる額 作

る

７８

明
交交便べ）

郵郵落す。

びのし 等者 及てを

便札
報札者

電入た にの 付付

５６

目
丁

説

入入開開札札

入入入
金書 札札札札証明

札保

とる当

効いあ相

はの 保

ウ入
４

。
るをを

すか額

か申申申執

る札

すアイ

類場

う書の 請請

ど請行

第
か

３

各
条

の 体付参

遺件こに

条札

競よ
札 送般し

入 搬一加

及る のお た札係

成に 用

他こ費

て のび消 要い 額
額公及

２ 計の税

、 合否

方

定 がに地

規 ）告び

に

でる費

る 低め消

す 最定
を る札

格 あ入税

資

う る定 場方に金の

よ決
るち 入方
よ額

札価入

所法札入法単、

認が書

は）札
れ載

海幌のめそ記

北札
札科所いぞの

道医場な

学交の札

幌大で。れ入

場日、交
中事付予総

市

金す関
除に
免付 証 場日

事
。る

るす

所時所時
同

海幌成にに項

北札平
同 道医
幌大３。。

札科年じじ

市学月

中基

時方 審提及

のの所 のの

申時

を期法先日

査出び

幌話

し平申け郵札電

請

書ば番医番

な成請れ便

け

のら大

れ年類な号科号

ば２

学 な月提な
出い－事－ ら

す
政 動入と

、 自争う
は

７加者
第 を参る

令 車札
台資は

か ５ 上のア の 以格、 条
の

しウ ２

有査ら の

保審

下

有 者に以

いで 規

てま

な 落す
し を関

件税

者 者条費

い 札る消

た る違」 し すに等

の と

一 入 。反と

五 札しい

七

の 務札） 財入。 、たう

局る価格

央務す定価

は

南総。格

区

囲札

条課範入

１務の各
内金

西
目あ

丁で額
に

札）
入価

る単

区医
央礎日

有そ

前

条究午

１研）

南学金

西棟
５
時 丁
目

室
議

会
通

共分

務 な日先。

局－ いの

。金指総

）示北務

り札内 らよ道

かに海課

月作幌線 ３
５成市

日し中

た央

定

ま書１

）請南

火申区

る る

でめ よ

者定 に

るに

とろ 付

ここ 件

ると 条

あ

入
、 争

り 競
よ 般

。に 一

扱 則、取 規 掲 で
に 札

２

効い 第無
と

れ
なぞ

効れ

。
各る

す 条

で類条

限定
に予
札の

入

を西

提 の
る る

げ あ

な
し目

出丁

入有
を 、
格 で

資



３

資、を医者件

は約る条

締療で付

道資
が本格

る般

行金審月結法あ一

、行こ競

うの査分し施

申のか規と争

指額の）
請決つ則。入

名が
競

北 海

２
に成

調北調契履札平
入

達海達

を道を参

るす北

す立す加年 約行

道 期場 役差役る海

る江
務病務者

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成 立札

お 江

り年に 差

一２付 病

般月 院す

競 告る 争日 示

第

の細

し契ここ詳

算アイ

金に公入は

た約名所の

にすのの入

額関告札、

事容行説

１る内執札 在

円

号

入わな
問

平札ずお

成書、、
十に消消
四記費費
年載税税
二す等等

を算、札 争

和加 円 入すに誠昭参 万

資 以 札るお実

に日いに
厚の 又 関のて履年格 上
前１し生審 は す直、行
令 掃 指２のた省査 清 る

者

を を業にで第 員 名営

停年定あ
るこ） 時 止度める号 常
さ分

仕間所必示

の院のに告

称舎様要第

名庁
及清等な

び掃平北北資

道道に

数業成海海格号

量務入
説４山江定

札年檜立規

１江病る

一明月郡差す

町庁舎

に日差院庁

式書

入事

よか

第

札項 １ 道

号

以 立

下

江

札
入

差

と
」

病

う
い

院

地予、書

未務はは明

。

開よ

の担定公に

満を称
す札郵電あする

端当で
。

がる幌便話りる。

数

科号号変

あ組医番番、

時の大更

る織

す は名学

こ

、称事－－る

そ及務

と － のび局

月る抜相

二金き当

十額価額

二は格は

日

代

費額該

消当当

、相、

税
等単金

金

係）請

に価の

曜

契と第

課すの

ると求

れ

該と条 以 て当約。９ 名
雇 な２種の 上 い
い営類

と年び規 し こ業及に 用
るが模す い 。度規定 て

をる
に 。にぼ準 と月ほ基 こ

るら字舎等

たじ適

満同

戸の

成木掃

。平伏清
格

年町資

３

を
有 番 月
地

）北

。
と

でこ

まる

日す

告

実道

を海

示

長
院

。病

る差

す江

施立

端所総が

木
鈴

有 数在務北

り

札る 内 切道得

を地課海

捨幌。 線 り
て市

る中
西
条
１

。南

）区

。央

日

算

業と加

事こに

税る時

かと

るこ

ある

です

者。
免

で相

者等

業税

事費

税消

い

場るて

いすし

なく合

７８９

合契

札務 札交交

電否入落財
の 付付則 入明者規 説 子

６

の 札第 書

入保和る
と 開入以証入
を北ろ

札下札 札金年こ

保 に

道よ 保証 消 参納海に 札

５

隆

加付

行
道執
海札入入開

北入
郡場
山の札札札 檜

４

目
丁

申査
約 う審

どアイウ契

請請項 の請を
条 か申申

額

あ当
査類っを 審書行

を加

かを

る

者
は

札か ５ 入ア の の、 条 こ

ら の決

の交

１ に方第 可付条 定 場方

規 るの す項 否関所法法
場に

項海海の定 事北北
山江でり

檜立所よ

道道

金 費

江病付め

郡差交定

則。 証 日の 税 しす規る

付 」 うこ第
納 等 よる

の と 時金とと

以
除 う る。

免 い す。号

者
相 同、

納 ） には下
、 。

付
法 額 。の務

方 当 じそ財

江所

は 含 の則
等 を 者規

所時所

町び
差及場日場

木
伏時

字日

階）成に

戸北２道課平
同

海檜 町

研 道山
修年じ
月 地山江 室３。 番檜郡

郡差

江町 郵

提場す

をのた示 のの

北

先は所

請出合場 時方 申

郵北査

け審

な、

し期法
成請れ便海結

れ平申け
書ば番道果

ば
な

ら江申

ら年類な号立を

な２の

差請 い月提な
出い－病者 。

方で 規 地ま の 、ウ ２ は
る 法め よ 治定 に 自に 程

ろ 付 令こ 件 行と 条 施る
一

り 競 和よ 般 昭に

。定

町庶る予

差院すた
制

戸の

木格

伏課価

字務

限

町

の

む 見」

最
で

内
囲 地範 番

う
令 ） もい

政 。 積と
、

た。
第 の っ
契）
の の
約第 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る

道町伏 に 海差字 送日

及

江伏戸 る前 立字木 よ午

木町 場
合時 差
病戸
は 町
、郵 番 院

地 庶郵送

庶番よ 地北 課便に 番 務

場 北道 務号る 海

合 海立 係

院に 日先。

庶通 かの

海 ３示課す 北 ら指務知

日り檜 ４よ。 道 月にる

た差 し江 で成郡 ま作山

、 争

書伏 請字 申町

で 令の 札 政２ 入 年

か あ 第

ら る
の 号
以

ま で 。

一で 、

五に 入 下

八掲 札

低

資 加 」

る 参 令

げ に 政

も
を

格
価

の

規 上
地ま 務 以
び条 財 額

費定 入
消の 則 の
方で

税札昭め

、 立差
－は 道江

必 江病

院海務
北） 病庶

着 差院

提町 を戸 類木

出

を よ い

格 し と

な地

し番

か
る す ）

す と 。

有 うう
第る



規１ 北

地定 海

に平資平 道

よ成格成

方
立自

平 及 り 江治

成 、年び年 差法

十 一２調度 病施

四 般月達に 院行

年 をお 競 告令

二 争日すい 示

北 海

所のの細

契ここ詳

アイ

関告札、

に公入は

約名

説

る内執札 在 すのの入

事容行

道 公 報

札日場

者員る入

イアイ

明

札あ一と説

落でのこ
免の

とかに会

者る部。

っ申税日

なを

第

当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を
定 入等算額で金

時決 る

を

おに 札にし）あ額

に

当 及係たをる

号

書 札
約 入

て契要そ

っ
入の な

成 効の 有作

月 入るて 第昭

二 札役北 ２和

十 に務海 号

二 年参の道

日

る差

令す類江

政加種立

者病

第
号に院

金

以要締

。必が

曜

書

務はは明

資し

下な結

よ

担定公に

を称地予、

す北郵電あする

当で開

番、。

る海便話りる。

江更

織立号号変

組道番

の

す 名差

る 称病－
－こ 及院

２と び

者出業及時所

たし事時

北北

、こが場

はる者び

。る成海海

落とい所平
道道

札
決たと
は３山江

定だき年檜立
江病

速、、月郡差

後し
か札同日差院

や落共８

金もか入

い

に者企町２

こ消額っ免札

てた びる

２て の費て税書

、っ

業記

には 公税当落事に

金価者載

規、 告等該札

定取額格です

定入 にの

る書 め扱にとある

す札

かと

資に るい１するこ

札未のを。

格記 入円る
、わ

有さ に満で問

を載

限
に否他

札要

しれ 関の 者
札

落
を

者
た

し
）

。
る

日

道と

令を海う

政格北よ

いた江る

とめ立す

」定

め ）院定 。病に う。差

る 第長
鈴契

所－が

係 ５

木に の

約 条

有 北 在

り 海 地

町
差
江
郡。 山る 檜得 道

消が業午字階

戸
木
伏
字

木修

費共体前伏研

税同消

の業税町

等企費時戸室

課体等
合事地 事場税番 税の免

あっ申

であ者

者で業

業

す端入ず

か、書

るて出

に見

い金 る数札、

なた

のに 件あ参積

者額 条が

違とすっ し当 にる加も
者契 入金 反きるた た該

、の た、は約 札額 しは

入そ、金 財札の消額

の 規は端費の 分 務
則、数税

５

１

る 第

。
る

す
と

無金等

４
の競

隆般 項

一

い審

びて格申申

及め資

の 組との

業る査請請

協

町

合き申の

３

地
番

年つ
てび経中

法 資中以い及
済小 格律 小下
第 企は

業中、に産企 要
等 件小当掲業業

提

免そを

企該げ局等 号

業成す

事構出

税の
平業資資、を

と事は約
締

。道
が成を本格

営金審月結 行

の）、

う年んの査分し

効額に に分 第

指２で額

相の とを係

条当 す切る
２

。
各るすり課に

令 い令

資役の政政

資次

第 ず第 務格
れ のに

は
に類
札種契

入の
争務

加、
参

期法

あの
時方 に。請

す

資し資先

は及

て期

っ時

審指

設方格な格の

、び

に

の査れ査示

立法審け

り

に申な申よ

際のばの

協

格はなは作

資請ら請

特第 同業中る長協 ） の

格行組 ３ 組等小資が同

同業要う合 条 合 例協企

組等件官法 第 法

需３ 項 昭合協は公第 １
と組適適条 第 和」同、
組４ 号 年い合用格第 ７
。はな合号 に 法う又し

掲 げ 第）協いのに 掲 律
及業。証

請決つ

名月いが申のか

競１る

を算、

入現とすに誠 万 争日こ

いに 以 札在。るお実 円
又 関おのて履 上 にに日

て前１し は すい直、行
者 備 指引２のた 警 る

を を続業にで 員 名き営

も条 条 要

常 停き年定あ

格類件当４ ４ 該の の 種
務こ項 項 る２ １ す第 第

海委海委との に 北務北
立定 定 道託道託。規 規

差よ る 江資江に す 立の

で 病病り 者 差格

約

者定
るに

な 院以院競

なの平院

要も
必る
にめ

舎

資と成庁

格す
月、

、。２備

はる年警
事 に

次し

を、い、成

定日務

掲申

す成にた

有平。

る

申類

で２る書

者年げ請
請を

あ月

る

一 も日書提

五 のか類出

九

出こ

構３提る

がらのす

員４先と

成月

び組明げ る

有企 業 ）
中合をる 協 号

合 ３
企次す業 組 第

小が

団いと合 条
業のる組

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小

年分るこ 時 止２度める

さ

契と れ以
病該と 以 て上当約。 名

の営類 雇 な院２種 上 い
備年び し こ警業及 用 い
事が模 い 。、度規 て と

を る 務

庁争

直にぼ と 当月ほ こ

こ 舎舎入 い 庁下

。 備格備へ と 警資警札

務加

事と事参

、」、の

直。直排

当う当を

務い
業業れ

替替さ

代）代除

直

めに当
及及い

務務て

争業

の競替

も般代

る一

当のび

、札及

し入務

と

換

約を交

契告話

該公電

にに

り北務

よう業

に行

半で当り

過ま、よ

の日

出な

を間提わ

数の該行

と い 等
法と」 と 業

占に

はい う 協
律き

和２。 組）
昭、う 。 同

にの） 合

電なく

びたじ

及満同 。 る

換合契

交場る

話いす 交な

話話で

電電者

びび 調海委
業業こ

換換い

交

差

す江約

を立契

達道託

役病

る



１２

調北調契履札成

入入平

札
に達海達に
加北

付を道を約行参年

江る期場す海

すす立す

者立

事役差役る道

るる
項務病務間所

北 海

北

次

７

海

の平 道

と成

資資

立 資格

お 江 格格を

り年 差

一２

は有

病

般月

１のす

院 のる

競 告 喪者

争日 示 にが

道 公 報

６

再し格資資に有

成資約
る 申格効 申たの格係

再

効有一 請の期 請申有の

のよ書期効般 有間 し請

期更 方う類間期競 効の

とを及間争

第

５
格再次行格

資をアイウ
有業 申 審のう資中を企

を企す組 請 査いこ格小

のれが有業る合 のずと

は 申事かです等者又 再

にきる協で

号

アイ

平提提

成出出
十先先
四

のの
年所
二

仕必差

の院のに江

在 名

院

称舎様平北要病

名庁

道資告

及警等成海な

び備
入４山第

数、年檜格示

１江号

務札月郡２

量事

か町規

直明日差に

当説
平伏す

替にら字定

代書

入

及よ

第

札

定失２

３ めに

号 る規

にる

約す下

契定以
と

も要」

る格札

係資入

当。

あ該う

でにい

の件

札

法す提び間は入新
る

落

者し該資の

る出当、
決

、け間を札

はな期格
の

のば更す定

４れの有

な新る

申な続認ま

のら手と日
旨す

書。たと

請いめで

業

請由該る者同あ協

類

す当合も組

当。の組る

る該の合

で格業限あ

者資企にで

き係合。資

引に組るる

き営除をを

続るを）格

格を。更す

資業く変有

を相）しる

月称地

二
十
二け北北

日

山

な立檜

ば道道

れ海海

な差郡

ら江

金

。院差

い病江

曜

北

びる成木る

務字
庶町

戸 電。

道

話年町海

交３

立
江 番 換月
地 業

庁 海 で院 北 ま病

務日差
、 差備 江警 立 式舎 道 一

実道

めなを海

たし）北

効とす江

有こ施立

、い
っ院

間な。病

期とる差

は

はき鈴

新と

更た長

の

。

ののる

わ資

行、木

、

、っ

にあ

先が

出知

提通

先１

出ら

提か

該日

当た

のの

もで

得続でた者

示に

指

資の

う合るのそ

よ、あ

るはを成

す又格構

と併
る変

の渡すを

も譲有員

資りでし

、よ者更

はに
構の

審継のも

格承そた

査し

日

町
戸

木
課伏

直 舎当 庁務 院事 病

地
番

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額

時決 る額加金 のの

う

。失隆

いを

な格

入等

っ

７８９

。
交交札入約

入落財て契

付の作

規 説者札書

務 札

則 明付
場方定効の

第 書決有成

６

作契

りる

よめ

に定

の

保以以電否

札金札

子 入以証入下下
入 下

札 にを保政財

金」規の 消 参納証令務

申
再者員

のた成

加付

４５

請資
札

執札

札入入開開

入入

場日場日

の保 行札札札

道

業約海

替契北

代
３

場 示郡

びを山

及項檜

務条

を

おに 札にし）

に定 電

びる金も

い当 他及係た

費て

、っ こ消額っ

てた

２て の
告等該札

には 公税当落
額格

定入 にの金価

規、

る書 め扱にと

す札 定取
記 入円る

資に るい１す

を載 札未の

格

交方な要

に札 第 付所法法入否 条
限 項 関に １
規 る海海のる の す北北
檜立所） 定 事道道場。

差交た よ

山江でし に

項

院すを 定

江病付者 り

郡

と則可

費

町庶る落 め

差

よる納い」否

税 しすの
の。い

」 うこ付うと

等

。

い す。免）う

と とと

）

う る除第

。 者、

第 条 ） は納

相 、付の
及か 額 の法７条 当 そ方
北第 含 のはびら を 者等

日
び
及所時所時金

所

証

修差成にに

時北研江平
同同

海
道室町

檜字年じじ

郡送木月

山郵伏３。。

江に戸

差よ町日

町る

字

換所町

交場差

話す江

の町

託戸

委木

務伏

業
資

に満で 北 す
有地 を番 格

す端入

しれ 関の、

有さ

条がに

い金 る数札

なた

にる加

のに 件あ参

者額

反きる た該 違とす し当

た、は 札額 しは者 入金

入そ、 、の

財札の消

字務。札 た

は端費 分 務

戸す 価

木と 定

伏課者 予
。 の

町る 格
制

、

最
で

内
囲

範
の 地限 番

む 見海

。 積地

の っ自ま 財 ） も方条 道

た治で 務
規 契法の

め の
約施定 分則

と に和 額令る ５昭 金行

こ 相

に す北 費和ろ 当年 消昭
海 税

午

及年よ る

地 伏合前 番 字場
木は

町郵北 戸、時

便郵 海
道 番送

差よ 地江 号に 番立
る 病
合 海院 －場 北

庶は 道務

江 。立 と道 こ海 る

、 立

庶
院

病
差

一務 六課 〇

５ 則、数税 の 規

係
務

庶

効額に に 第無金等

相 とを係

各るすり課

す切る 条当

る 額道

も
を

格
価

の
低

。

第 上則 地令。 以規 び政

の第 方
消
入

必 江課

。 税札。号 費号

檜 院
道） 病
海着 差） 北

階郡
山 ２



２
特の政定得政

資次規を

平

格 定い令すて令

成 役ず第るい第

十 者る れ 務四 者条 要に の条年 のの も未は

二 該成含 種

北 海

１

にめ契資

資平者定
るに

必る

格成
及

資と

調度なの

び年要も

すいはる

をお格す

達に

道 公 報

規 北

地定 海

に平 道

よ成

方
教自 詳

り 育治 細

、年 委

一２

法 は

員

般月

施 、

会行 入

競 教令 札

争日 育 説

第

所のの

員る契ここ

アイ

札

一とに公入

のこ約名

執

にすのの 在 部。関告

税事称地容行

免る内

号

札あ

事当落で

税相者
イ

で金とか

者る者る

業す

４４ るをっ申

あ額なを

月 第第 類件当年ま

二 １２ す者れ

十 項項 る、な

二 北こ被い

日 保。

令令 道。佐） 政政 海と

育又な 第第 教人で
はい 庁

金

送の補との

託条被こ条

曜 助。 業

るて、。約格
務第人第

締定平送北

務がに

役道

務道

種結め成業海

の
類しる

月庁

うの２育

よも年教
託

とと
すし
当に業

る、日送

海に該一務

北

入 長

札
昭 明

告 書道

に
和
示 に教参 第年 よ

育加 ３

す
政 る

号令 。委第る

員者
号に 会

。必

教

下な
以要

育
公

業を予、

事務はは

資

便話で開

者担北郵電定

いす道番番あす

が当海
江、。

るる立号号りる

と組

変 き織差

更 はの病－
－す 、名院

２る 共称

と

同及－こ

企び北

はる

免札者出

か入たし

業記落と

事に、こ

税書
定だ

です決た

者載札。

かと速、

るこ後し

ある
わに者

問か札

を。や落

日

お

にっに

項あ項

１で１

約準

て契て

い、い

おて
るのる

す結す

用締用

準

含

をにを

合め合

場た場

約競資

道定契般の

含必

契よ入

育るに争格

教め

委
会に調の下

員約り札以

教係達公

長一すを格

育るを告資
い

鎌競役うと

般る行」

道。

田入の海う

争務北

札種

長

を
政格

告

」定
令

示

第
）
。
う。 いた

とめ

が

５
の

条

業所海
山得

消地檜り

体在道有

町

免差

等江。

税郡る

費

町

申戸

者木

業伏

事字

税
出

見税同

、費共

ず消が
書

の

っ課体

もの業

積等企
者で

約業合

契事場

た税
るて

のあっ

額であ

金

か、

の

）同）

。な。

む要む

５

に意

中

格再次行

イ資をアイ

いこ格小 申 審 提のう資
業 の 先ずとを企 請 査 出

育

昌に類教）
のれが有

託

市加、庁

参は

４
す

い審提

て格申申

め資ア

のの先 との

出 る査請請

の
項

１
第

き申

年つ
掲経中び

法 中以いに及

企はげ済小協

律 小下て
第

業中、る産企業

等小当資業業組

企該格局等合 号

３

す
出地 提番 を

分、道航道あ

月つで資
要 成）誠が空内る格 平
の実契便こ
島。

年決に約の離と件

の の免そ 分

２算履す取

税
事構

に業成

に税が成

定道道平

規
よを行

再の 競納指２

り滞う年

きる協 申事 所かです等
組

地請由該る者同

在に

北る該

す当合

当。の
に組

道で格業

海者資企

市続るを

幌き係合

札引

請の
央資業く

中き営除

期
時期法称

の名 時方 。

れ海

び資け資先け北

及

ば審指ば道

方格れ格の
ら育

査な査示な教

法審
申な申よな庁

のらのに
は作。画

請い請りい企

業中要長協に ） 協

は。

３ 組等小件が同あ 第 同

合て 条 合協企は行組っ

適官法は 第 法同業、う

組等

設 項 昭合協用公第、 １

適条立 第 和」同し需３

と組な

際 号 年い合い格第の ７

合号に に 法う又。組４

第）協のに資 掲 律。は

及業証掲格 げ

い除特 月に行る扱をの

いた域がく例

１おし地
向き）

のて者にで。

日

つ

前１あけるに

直、で
こ運とい

２のるたこ

。がは

業にと送。て

営
分る保運

度め確、

年定
契で送

争日

入て競１

争し名月

の者札在

へる入現

札い
すい

加な関お

参でにに

除と指引

排こるて

をい
て停き

れを続

さ。名き

続で

北を相）

区格を。

西う合る

条よ、あ

３得

はを

丁す又格

７と併資

目る

一 も譲有

六 の渡す

一

そ

資りで

、よ者

はにる

平次し務

、、成総

格承

掲申財

成にた部

申類

３る書課

年げ請務

か類出

日書提

１請を

月

提る

らのす

ま先と

日出こ

び組明げを る

す 業 ）
中合をる有 協 号

次す業る 組 第
小が有企

で 条
業のる組者 合 ３

企
団いと合

体ずきあ 以 に

下も 定
のれ。以る 下 規
組か

織にの 協 す

業構 組 中
に該企が 業 る

」 企
すす組成 合 小
関当

る務

当約き業

るる合員

営類と全

２種この

該と
度ぼは

年ほ又

業を。部

じ部

が同大
接

満る直

にすを

月く分

さ年

い止２
な約行

た契

ない運

でて上

者れ以

る

を

とこ務

こい業

いな送

継の

る
い

で
ん
。営

。と

再者員

のた成

査し構

審
申

当り

の、よ

でにに

請資 な出な

し提わ

に該行

間

と過 い 等
法と」の と 業

はい半 う 協
律き

。を 組）
昭、う数 。 同

にの）占

和２

合

が

合結と

場締こ

いをう

か能

、、可

はし

。
と

こ



有

２３

札成る約海

入平す契北

こ条道

調契履

達に

を幌

を約行参年と項札

期場す海示市

す加北。

者教場央

役る道す中

る
務間所

北 海

１
達調数

成札調

平入アイ

に

す

２すすを

年付を達量

事役る調

月るる

日項務役達

道 公 報

北

次

７

海

の 道

と

資資当

教

お

格２資該

育

り

格をに格許

委

一

有規に可

員

般

のす定係、

会

競

るする免

教

争

喪者る営許

育 が資業、

第

６
し格資資に有資

成資約

は

格効 申たの格係格

再

有一１ の期 請申有のる

書期効般の 有間 し請効
効の よ

間争に 期更

う類間期競

とを及

号

格再
ウ

平申 を企
成有業
十す組請
四の る合

年
方 者又

二

必委北

のに育所区

では

な会条

様平北要員３

仕

道資教西

等成海

目 入４幌長丁 年札格育

央第

説１中示

札月市告

にら北号

書か区３

明日

名の定

の務予

よ平３に

個人

数
び

及称量

称名数

与

道て給

海建事

量北梱

帳

北庁力

育包送出

教運

入

海託

長

札

失次格に登

告 の要関録

示 い件し等

以 第

下

ずに法を

４ れ該令取

号 か当のり

該な定さ札

にし規消入

すこよたと

当いにれ」

こと許きう

るとるとい

間は入新定

とな可。。

る

る出当、札め

す提び
な期格落契

者し該資の
有決に

、け間を札約

は

る

のば更す定係

４れの
な新るの

続認まの

のら手と日も

たとあ

請いめでで

申な
類旨する

書。
月あ協法

二る業

十も組

二の合

日

）格
。資

るる
限あ

にで

金

変有
をを

曜

西定

る成条規

しる
更す

。

海

月目北

３丁る

年７す
庁

で道育

ま海教

日北道

道送票

務
業

庁送

育託

教

会単

員各

委
育務

教業等

り

長た

育当

教位

鎌の
単

を

とっ、）

田価個個個

き、施

っと許実

なた免
等。

き録る

と。登す

た

場

をる

格す

資要

、を

は

め

ののるた

。に

う合

失

効

先が有

出知、

提通。
日の

当た間

、っ期

にあ

先１は

出ら新

提か更

該

行

のの、

示にわ

指

日

成
構
の

そ
の、

もで
た者

格
資
の

も
た
し
更
変
を
員

を

入入わな算契

問加アイ

たに

札札ずおし約名所

額に消消合関

金書、、

市
昌

に記費費計す在

９

限を
約開に

の各落契要そ号
げ
札 囲札者書掲

範入札
額す成る のの 内金と作

、
て
い
お

あるの入
時 で

務

７８

交便便札べ
規 郵郵落す

にびのの
」 等及者て
則

報定札
い よ電決入

と 付

る。

よめい

に定な

方る

５６

作契

り

札

入開開札札交

入入入
書 保 札札札証明付

保説

４
の

日場日はの場

金

教行札

道執
海札入

北入

載税税金る

庁場場

育の

務

るす等等額事称地

係
金き当１を

消る抜相に

便

税額価額円担北郵

費

す道番

及は格は未当海

当のる教号

び、相、満

方費額該端組育

地消当

消税代数織庁

費等単金がの企－

税に価のあ名画

係）請る称総

に

価否他及
お る単。要札

、 にこ
て 札）び

い 入
ぞ告
に 効れ公

２ 有その
す 札の定

定 入れに
規 な

数入
資 限定る

る に予め

に方金
う

を 。量札
格 る

第 る

） 法札よ法額
。 入

入単

札価 北電
場認が第 海話のは）条
北項 教号所め、１ 道番
育でな

交い海の 庁

す財定

企－付。道規

画

る務に

時金免付所

、交

証

－ 総

るす郵

す関
除に

時所

番

海成にに。る便

北平
同同事 道
別３。。

庁年じじ項号

館月

－ ８
階日
２

北

務日
総び
画及所

企所
市

幌

課札

務道

財海

部時

以ると求と及務

区
央

中

財海

下課すのきび部北

税るとは所
課札

消事こき、在務道

。加の幌

費業とにそ地

す数中

等で算端市

税者

こ額区

とるる金央

」あ
税切３

う免とを北

いか
。
の業費捨西

）事消り条

じす
し を乗関

有 ）をに
者 者得条

い たてる
な し

の違 し う額に
の のた件

札 入計し 入 、合反 た ち
が札 財 書）入 、 札額た

務。規よ
載最は 務 記

則り 部

定 財

そ 線 課和た 内 務昭め
年れ
海れ

－北ぞ
道の

格
第価
則定

規予

海

会前北

号午
議

北
区

央
中

市
幌

札

室時道

目
丁

７
西

条
３

北

西
条

３

一
六
二

扱で等る丁

取者税て７

額。

る当）

いあ相。目

で無 則 の低、 規

をを

か

札あ効 第 入
総ると

。

額の各る

価もす 条

号
の
下）
以価

。単

目
丁

７

財制



３

者 ムじ条

は 条 開当て件こ

平 の の 発該速付ア

成 ５ 入 業成や一か

十

の 札 務果か般ら

四

２ は に品に競ウ

年

の 、 係の提争ま

二 る納供入で

北 海

２

が去

履札の平道過

入次

行３

にい成

参ず
に北指間

加れ年う年 行

道競お 場るも海名に

す
者該

道 公 報

協１

適成調教調契

の平入

定

達育達

札

用

報す 付約 を年を情を に

特

す け月るアる

受２す
特プ る期 る
。日定リ定

第

北

次な 海

のお 道

と、 教

おこ

こここ詳

育

りの

ののの細

委

一入

公入入は

員

般札

告札札、

会

競に

の及の入

教

争係

内び執札

育 容契行説

号

続び
手及

の語
約本

契日

規 地 お本
に日

月

定 方 契入で札に

二

に 自 約後き参定

十

よ 治 を、る加め

二

る 法 締修こ資る

日

。のこ 条 施 結理と格と
付 令 、点審ろ 件 行 し、

一

確検査に
般 昭 実、よ

金

履守、 競 和 に保り
争曜 行、２

当告争い

政 しその 入 年

第札、

所必す示入て

に

に官

要る
なこ

す庁

北区北資と号関公

道規る又

海北海格。に
名民

教条立定指は

道３
庁７育るを間

育西教す

究報止業

企丁研情停事

役 事

総）所シさ者

画目

のシの

項務ー務間

役ケ
ツ等約

称ン様契

名ョ仕
開入か

数ル日

びーの

及
務明成

業説平

発札ら

量

北
海書

入る 長

札調

は約は明

告

達

予は、書

示 定、公に

以は 第

下、

で調開よ

５ あ達する

号 り手る。

、続。入
と月

更停」４

変の札年

す止
る等い

い国
と有。マ

こがう日

す

海話用

北電使貨
て通

育言

教号る

道番
語 庁

び

企－及

画

通

務貨 － 総
部

日 札
び あ 第 実他及 で 令 たの
績の

る がア
るタ掲 で 。

あフに の 号

とサる 入 下

こーげ 、 以

。ー資 札
加 」

スを 参 令

ビ格 に 政

のる よ い

道す し と

を有

務スれと

部江テて

教別ムい

育市のな

策京発こ系

政文開い

室台のと
を境

育町格環

教東資。

政
策番有で

）る働

課地す

道及年
札こす

教一び

育式要月

委求
に

教書で

会様ま

員仕日

り）ラ

田
鎌。
る

長よ

育

ュ

りる実シ

有得をケ

が

成

。る作

るすで

得。施
達
調
府
政
た
れ
さ
。

線 課内 務
財

－

す ）

めど と 。

求か うう
価

８９

応第るか

にう

札約 務 交を

落財格契要

て の作 付則っ 者書 規も

中ス

市。シ

幌とる

入
第

７

央テ

保和る入
と札交 入以証入
北ろ明

下札 札金年こ説

保 にを

よの

証 消 参納海に書付

６

市
昌

加付道

札札札札
札

入入開開
入

４５
る
す
関
に

保

約 審海海札

ウ契北北入

を札教行

条 申査道道執
庁場 を 書行幌育の 項 請

査申申

審
のアイ

類っ市 請
申請請

を

決成
札 条 定の 方

項 法法効否 １有 方要 第
札 規入 のな

よ

道場限 に

海のに 定 北
交） 定

育で。 り

教所る

規る交

金 費

企付し め

庁

よる則。付場 の 税 しす

関所

付 」 うこ第に

納 等

の と とと
う る。る

免 い す。号す

下項海

、 。 者以事北

除
付 相 、道

納 ） は

法 額 の務幌

方 当 そ財札

は 含 の則中

等 を 者規市

所時所時金
証 場日場日

北会育平
送同同

海議庁成郵にに

道室企

札画年にじじ

務月る

幌郵総３よ。。

場

市送
中に部

央画及 す

のた中企所 示

務日

出き区総び 場

提と

条教

、３部時

先は所北

結７政

郵北電査西育

審

室

番道番果丁策

便海話
育申教

号教号を目

請育 庁

方 な
しのの

－企－者政

平申け

な
ば

れ期法

け
時

書ば

な成請れ

ら
い

月提な

２のら

。年類な
出い

を 定

総る者 予

画すた た
者 の

教札 格

部落 価

務。
策す 限

政と 制

育

一 室る の

六 教。 範

三

」央
課あ

策で

政内

育囲

い北

政 。 積と区

、 む 見

。条

第 の っう３

令 ） も
た
契）西
丁 の の
約第７ 条 分
金

目 ７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る

区る育は

央よ教日合

及

３合策）平

北場政火、

条は室午成

西、教後

丁便政時３

７郵育１年
月 目番策
号課分

北）日
ま 海

に

道－で

に策

庁

画

通課 総－ 務知
す 北部

る

策線 札政内 道育。

海教
幌
市室
中教－

央育

の
日先。

３課
北策

区政

よ
月に

３示
ら指

か
開た
のし

で成
ま作

日り

最
、
て

っ

間書
時請

庁申

の
低

規 上
地ま 務 以
び条 財 額

費定 入
消の 則 の
方で

税札昭め

必 別
教

１道
階海

７北）

館着

提
を

内類

目
丁

７
西

条

号 な
し
出



平

平成
平

１成
年成

年２
２ 成月２月年 平２

月
日月 年日日、
執次日

北 海

こここ詳出理号

届受番

入入入は届年 ののの細

日 の及の入

札札札、月

容契行説

内び執札出

道 公 報

所約本

成す契契日

アイ

及

のこにの語

員る約名
在 部。す続び

一と関手

免事お本

にるに日

第

落者

入る捨税相業

アイ

業す札で

札落額て事当

加金者る者あ

札 金をた

定 等算額で金とる

決 額

っを

に にし）あ額なか

当 係たをるを

号

開に

そ号

平札掲

成のげ
十の時る
四に入
年お札
二

宗お 届のと 人行の 本 及

支 齋 さ区谷
海宗

谷り 出

整掲 藤 と調の
業庁

い漁
会に ゅ久員板 き委示

う

は、書出 は約は明届

う

調開よ別 定、公にの 予

候 り手る。

あ達する

で

り 更停補

変の
、続。ふ

と有が こが
る等者

す止

を称地て通

税務い国

氏

電す

者当用

業担使貨

事
いる海便話る

がす北郵
教号号語

る組道番番言

きの育及

と織

び は名庁

貨

、称企－－通

共及画

－ 同び総

者し

た る金もか入た申

税書は出

っ 消額っ免札

て 費て

落こ

は 税当落事に、る

者載札と

、 等該札業記

額格です決。

入 の金価

書 扱にとある定た

札 取

、し

に い１するこ後だ

のを。速、

記円るかと
か札

さ満で問や落

載未

い

れの、わ

月てび

二、 他こ

十２の

二に公

日

資る
るめ

す定
定に

規告

金

を札
格入

曜

じ二員示
委掲

し関
有に

し

男挙達
選示

欠て
補し

無 道る 海け。 北おた
に

有得
がり

の 郡票 幸投 枝

別 。性 る
得。

りるな名

企所務

住

業在部北
政札内 消育道

体地教海

税策幌線 費
等室市

免教中－

税育央
条

者課３

業策北

事政区

が

た端入ずに者
出西

申

がに見費共

金数札、消

も等企

にあ参積税同

額

体 該とすっの業

当る加
は者契税の 金きるた課

金業合 の、は約事場 額
そ、
の消額者で
あっ の
端費のであ 分
数税

るて ５金等

日

しに
の件

者条
いる

なす
財入 、た 札し 入反 た違

頓告 浜 無 則、 規は 務札

別
頓
字、 町を 別示

整
調
業
漁
区
海
谷
宗

お成

成と平

平の
次

年り
が月

月出２

２届年

出
提目

を丁

書７

宗 示

谷 平を

海 成、平

区 平成

漁 年成

業 年 ２

調 月年２

整 ２月

免そ 相の 額にか、 に分

を係

税の 当切る

すり課に事構

．．

効 第
と

。
各る
す 条

．

欠
補

員
委
会
員
委

宗 昭７選 和月満谷
挙 海 ２長 歳区 年日告 ）漁

示 無業
第 調

日あ
谷

宗
の。所 行た

執っ日

生 海宗

業区月齢 漁海年年 区谷

委調党 整業

調漁日）

委 日月

員 日 執

会 行日

委 の、 委宗

員 宗次 谷員補 谷の

海欠 海と宗

補選 区お谷 区挙 漁り海 欠漁長 業宗区
告 調谷漁 選業示 整支業

調第 委庁調 挙

５ 整
号

欠 漁補
員 属委

会
員 所委

員

会委

員整

業米
長

挙
選

選補

欠員派 補委

員会

委
て
い長

つ挙

に選

挙欠職

候業 、米

４ 員の整 整号 会掲委 長委委示員

公員板会 員補に委

告会

選

挙し欠

選示補

欠掲員

るし
け達長

お示挙

にて
補。

候た米

一
六
四

、
て弘

し
と
者

補倉

弘
倉

告
の弘

出
届
の

者倉



３４

海海話札入

契北北電入

道約

平 が条道道番執

成 行項札警号行札

十 うを幌察の

四 場場 指示市本

年 名す中部－所

二 及所 競場央総

北 海

２
い成

調契納札の平

入次

達に

を約入参ず

る期場すに北

す加れ年

品間所者該道

物るも海

道 公 報

１

量

に達調数

札調
入アイ

調

るるす

すすを

付を達

項品物達

事物る

第

北

次 海

の平 道

と成 警

お 察

り年 本

一２ 部

般月 告

競 示

争日 第

号

成

員 成法平

委 平挙
き選

の
数 年昭
２

を ２和年

超 月

年月 え
な 日法

執律日

月 び － 争所区務

二 入北部日

十 時北 札２会

二 海 に条計

日

幌 線 す７札 内 関西課道
市

る丁

指目

中 名

金

停区

を央

曜

す示

のに当告
さ２

止北

様平契要る第

仕必

等成約なこ

担資と号

入４者規

年当格。に

札月等定

説１のす

書か定物

用用明日指る

にらす品

紙紙

定

の品予

４５よ平るの

数
び

及称量

称名数

名の
量

紙紙紙紙

用用用用用用

紙紙

入

４３４５４３

札 号 道

以 警

谷
宗下

察

漁」

区札

海入
本

調い

業と

部

か 行第
い

委。

整う

ら の
区第 業 海） 漁 谷号 、 宗
法
漁

整４
和 調第

昭 業条
律 会規

法 員の
年 委項

日

い目

な丁

い７

て西

れ条

入

再再る成場購
。
と
こ

所 生生。
月格

質質３資

上上年の
を

紙紙

でる

ます

日有
こ

再再再再再再

。
と 箱箱

上上上上

生生生生生生
紙紙

質質質質質質

上上
紙紙紙紙

１１１１

箱箱箱箱

たたたた箱箱 当当当当
単単

のののの

りりりり

員）

単単

告

委実海

会を北

示

本

欠る察

補す警

員施道

倉原

米上

長長

挙部

選。

員に
第 委定

補よ

挙票 第
選投 ）
欠り 号

はは
い
補な お
候わ に
、行 条

が用
数準
の。 て
者い

所のの

算契ここ

加アイ

関告札

たに公入

し約名

計すの及 在 合

開に入入わな

要そ号問

金書、、

札掲札札ずお
費

時る額に消消 ののげ

８９

価価価価

入に記費

海れ落

効予者約

道 落有の札契
作

則 者な定と書

規 交札
札格る成

第 付の入価す

決

７

弘夫
都
美

方定を。の

５６
札便郵電札交

入入郵入

にに明付

保等便報説 札

の場

金よよよ書 保証に

す公
挙る
選す

はるるる

べ職

び

日場日

札札札

入開開

約

額事称地容契

金る内
電定、

１を予は

に務は

当海便話で調

円担北郵

り手

満す道番番あ達

未
端組察、続

のる警号号
変の 数織本

す止

がの部－－更停

あ名総

る等 － る称務

す等等

お札係載税税

に
てび消る抜相

い 他及る
税額価額

、こ費金き当
相、

に公及は格は

２の
定に地消当当

規告び、

め消税代

す定方費額該

る

税に価の

資る費等単金

を札係）請

格入

号

法法た価否

。 方し単要

のの
下 者）

以
う制

場、の
務 話のち限

財 電
でべ囲
則 号所す範

規 番

」

交て内 と

す入あ
い －付ので
う

る札っ

付所

、入入入交

証

－。

関

除ははに

金免札札札

海

るめめす北北

す認認
いい事道道

。ななる海
部
市本
幌察

。。項札警

時所時

区務
央総
中

同同

海成にに

北平
道

本月
察３。。

警年じじ

部

と及部こが

階
１日

と有 きび会北
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